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概    要 高出力遠赤外／テラヘルツ波領域の学術研究および技術開発の進展を加速するた 
め、遠赤外領域開発研究センターではこの領域の共同研究拠点の形成を目指して、高出力テラヘルツ波
光源「ジャイロトロン」の高性能化と応用開発を進めている。この結果、1 THz を超える周波数での準


















































1-1 1THz 超, 準定常ジャイロトロン発振の実証 
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図 1 FU CW III の発振周波数 
